
　会員の皆様、こんにちは。第57代代表幹事の藤原功子です。二期務めさせていただいた代表幹

事の任期満了を迎え、ようやく会員の皆様に退任のご挨拶をさせていただくこととなりました。

思い起こせば、辻田前代表幹事の執行部では総務部長を務めさせていただき、続けて二期代表幹

事となりましたので、おかげさまで非常に濃い連盟活動の時間を過ごさせていただきました。結

局のところ、令和3年度もコロナ禍の影響が続いたためオンライン中心の活動となり、滋賀県支

部の定時総会と奈良県支部へ一度訪問した以外は、所属外の支部への訪問を控えている状況で

した。もしコロナ禍がなければ、代表幹事として6支部にたくさん顔を出して会員の皆様と交流

ができたかもしれないのに、という残念な思いがあり、これは恐らくいつまで経っても消化不良

のまま心に残ると思います。きっと、30年40年後には「あの時はね～コロナでね～・・・」と連盟活

動の思い出を熱く語りながらも若手会員にとっては少々面倒くさいおばあちゃんになっている

ことと思います。活動に夢中になっていると、よく、「仕事はどうしているの？」と聞かれること

がありますが、当然のように土日も仕事の予定を入れ、毎日家には寝に帰るだけの状態です。こ

れは私だけではなく、今連盟で中心になって頑張ってくれている人たちは皆ここ数年同じよう

な状況です。そのようなこともあり、今年度は連盟幹事及び代表幹事の年齢に関する規約改正（5

歳引き上げ）と、自力での活動が難しくなっている支部が無理なく連盟の一員として続けられる

ように、小規模支部管理運営委員会を設置することを規約上明確にしました。これらの規約改正
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第57代 代表幹事 藤 原 功 子
（兵庫県支部）

は、連盟四月総会において承認可決されましたが、これまで連盟活動に携わり支えてこられた諸

先輩方の過去の決断であるとか、連盟に対する想いであるとか、そういった部分をすべて反映し

た形での改正ではなかったため、連盟四月総会においていただいた多数の貴重なご意見は、規約

改正を決めた代表幹事として責任をもって次年度以降に引き継いでいきます。

　私自身は性格上、監督ではなく選手タイプの人間ですので、この2年間強いリーダーシップを

発揮して会員の皆様を引っ張っていくようなことはできませんでしたが、そんな私のことを、執

行部をはじめ会員の皆様が支えて下さったおかげで、なんとか任期満了を迎えることができま

した。今年度で準会員として所属している大阪支部も卒業となりますが、まだ少し連盟、全青と

関わることになりますので、「青税好きやな～」と思って見守っていただけましたら幸いです。

　最後に、次期野村代表幹事にはコロナ禍に負けず思う存分連盟活動を楽しんでいただけたら

と思います。

　2年間、本当にありがとうございました。
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皆様こんにちは、代表幹事の森岡です。新執行部となり早くも４ヶ月が経過しました、その間に

制度部を中心に活発に活動をしている真っ最中です。

今、私が原稿を書いている少し前に衆議院が解散しました。これにより10月22日に投開票が行わ

れることとなっています。この広報誌が皆様のお手元に届く頃には結果は出ている事だと思います

が、我々税理士にとって政治は、税理士法改正、税制改正等々切っても切れない関係にあり皆様の

気になるところだと思います。今回衆院選の争点の中に消費税があります。消費税は平成31年10月

に税率が10％なることが決められています。それに伴い複数税率の導入、平成35年10月からインボ

イス方式が導入されることとなっています。複数税率は、適用税率の判定の不明確な点、対象品目

の客観的な判断が不明確である点、複数税率の効果が富裕層に対してより大きくなる逆進性の問題

があります。またインボイス方式は事業者の事務負担が増大する点、免税事業者が取引から除外さ

れる等の問題があり、これらについては、当連盟、税理士会ともども反対しています。この消費税

に関する改正は政治決着という導入経緯でしたので、今回の衆院選により消費税の行方が気になる

ところですが、今後も我々は反対の意見を表明していく予定です。また、消費税といえば今年度岐

阜で開催される秋季シンポジウムのテーマとなっています。我々近畿青年税理士連盟は、消費税に

おける国内取引と国外取引をテーマに論文集、発表の研究を重ねています。

また、市民税特別徴収税額決定通知書へのマイナンバーの記載方法及び送付方法について、市町

村によっては個人番号をすべて記載の市町村もあれば、一部非表示の市町村もあったり、送付方法

も普通郵便であったり、簡易書留であったりと市町村によって統一されていなかったため、当連盟

で近畿２府４県の各市町村にアンケートを実施しました。その結果、実に75％を超える回答を頂き

ました。そのアンケート結果を集約し全国青税、税理士会、総務省等に意見することを考えています。
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　前年度に引き続き総務部長を務めさせていただきました。本
年度も引き続きコロナ禍での連盟活動となり、会議はZoomを
基本とした開催となり支部間のコミュニケーションをとりづ
らい状況が続いています。しかしながら秋頃にはようやく感染
状況も落ち着き、11月の近税会執行部との懇談会は2年ぶり
に対面で開催することができました。昨年のオンライン開催で
の懇談会に比べると発言に対する反応を肌で感じ、緊張感のあ
る議論が出来たと思います。こういった真剣な議論はやはり対
面で開催すべきと感じました。
　一方、この2年間で会員のみなさんもオンライン会議に慣れ

たと思います。場所の制約もなく急遽の会議の開催も可能で臨機応変に対応できる手段を得
られたと思います。これからはしっかりと議論が必要な事は対面で、それ以外はオンラインで
効率的にと、うまく使い分けながら連盟活動に活かしていただきたいと思います。
　総務部は議案書の作成や総会準備でこれから忙しくなります。残りの期間も気を緩めずス
ムーズに次期にバトンタッチしたいと思います。1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

総務部長　大阪支部
安田　浩二

　本年度、制度部長を務めさせていただいた小西伸幸です。昨
年、藤原代表幹事から制度部長のお話をいただいて、引き受け
るといったものの、不安しかなく、1年間制度部長を勤め上げ
ることができるイメージを全く持てなかったのですが、なんだ
かんだと、どうにか1年間勤め上げ、退任の挨拶を書く日を迎
えることができました。
　これも、税理士試験制度についての意見書作成、全国大会論
文作成など、制度部の事業にご参加いただき、ご協力をいただ
いてのことと理解しています。皆様、本当にありがとうござい
ました。

　次年度以降も引き続き制度部の事業にご支援いただけますと幸いです。
　1年間お世話になり、ありがとうございました。
(連盟の役を務めさせていただくのは、今回が最初で最後と思っていたのですが、どうやら最
後にならないようです…)
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小西　伸幸
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　前年度に引き続き、今年度も業務サポート委員長を務めさせて頂
きました奈良県支部の黒田です。最後の連盟活動！のつもりで望ん
だ前年でしたが、藤原代表幹事、安田総務部長ともに引き続き務めら
れるとのことで、迷う間もなく2期目も務めることとなりました。
　活動内容としては、前年同様に会員名簿の作成と新年互礼会・新合
格者祝賀会のWEBページの作成を行いました。会員名簿について
は、本年度はCDでの配付を取りやめ、連盟ホームページの会員専用
コンテンツに掲載することのみといたしましたが、ご覧いただけま
したでしょうか。また、新年互礼会・新合格者祝賀会に関しては、今年
こそはと各支部意気込みが感じられていたのですが、年明け以降の

オミクロン株の影響で祝賀会が中止になったことが残念です。とはいえ大阪支部・奈良県支部合同で
の開催となりました研修会に奈良からも新合格者の申込みがあったことは、個人的には大変嬉しく、
こうした地道な広報が大切なのだと改めて感じました。
　結局これといって新たな試みを始めることもなく終わってしまいましたが、1年間ありがとうござ
いました。

退任のあいさつ

業務サポート委員長　奈良県支部
黒田　佳紀

　今年度、ホームページ管理運営委員長を務めさせていただき
ました大黒です。
　今年度から設置された役職であり、「何をするのだろうか」と
業務に不安を覚えながらのスタートでしたが、振り返るとあっ
という間に退任のあいさつとなりました。この1年間もコロナ
が収束することなくWEBを中心とした活動となりましたが、
その中でもzoomを利用した研修について、各支部間での参加
交流を積極的に図るという取り組みは素晴らしいアイデア
だったと思います。コロナ収束後にも続けて行ってほしいと思

うとともに、これからも時代の潮流に軽やかに乗っていく連盟であって欲しいと思います。
　ホームページの利用促進がどこまで達成されたかは図れませんが、皆様のご協力によりな
んとか1年間勤めあげることができました。本当にありがとうございました。

退任のあいさつ

ホームページ管理運営委員長　滋賀県支部
大黒　将範

　今年度、2年連続で組織部長を務めさせていただきました笹
田です。
　2年目となりましたが、前年度と変わらず伝達式のほとんど
がオンラインで行われたため、新会員獲得に苦戦する年でし
た。基本的な活動は前年度と同様に新会員への案内リーフレッ
トの郵送、大原簿記専門学校の新合格者に対して新年互礼会の
チラシを全青税と共同で郵送しました。他にTACなんば校、梅
田校、京都校、神戸校に新年互礼会のチラシを持参し、新合格者
に対する配布を依頼しました。また、第二回連盟ゴルフコンペ

をザ・カントリークラブで開催いたしました。
　制限された中でも皆様のご協力によりいろいろな活動をすることが出来ました。次期以降
さらに活発な活動ができるように祈っております。今年度もご協力ありがとうございました。

組織部長　大阪支部
笹田　淳

　本年度、広報部長を務めさせていただいた竹代です。支部でも
広報活動に関わったことが全くなかったため、藤原代表幹事か
ら依頼を受けたときは果たして自分に務まるのだろうかと不安
のスタートでした。実績としては例年より1回少ない全3回の広
報誌発行となりました。内容的にも目新しい企画を考える余裕
がなく、前年の企画をそのまま踏襲する形になってしまいまし
たが、代表幹事をはじめ、各支部長、部長、委員長の表情や、連盟
活動、各支部の活動が少しでも伝わる内容になっていれば幸い
です。今年度もコロナの影響を受け、連盟、各支部ともに例年通

りの行事開催が難しい状況でしたが、秋口の少し収まっていた時期に各支部とも精力的に活動
された活動報告を掲載できたのは良かったです。
　最後に原稿の依頼を快く引き受けてくださった皆様、本当にありがとうございました。
　来年度は例年並みの活発な連盟及び支部活動が掲載されることを願っています。一年間あり
がとうございました。

退任のあいさつ

退任のあいさつ

広報部長　兵庫県支部
竹代　慶吾

2022年5月31日　No.252
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うとともに、これからも時代の潮流に軽やかに乗っていく連盟であって欲しいと思います。
　ホームページの利用促進がどこまで達成されたかは図れませんが、皆様のご協力によりな
んとか1年間勤めあげることができました。本当にありがとうございました。

退任のあいさつ

ホームページ管理運営委員長　滋賀県支部
大黒　将範

　今年度、2年連続で組織部長を務めさせていただきました笹
田です。
　2年目となりましたが、前年度と変わらず伝達式のほとんど
がオンラインで行われたため、新会員獲得に苦戦する年でし
た。基本的な活動は前年度と同様に新会員への案内リーフレッ
トの郵送、大原簿記専門学校の新合格者に対して新年互礼会の
チラシを全青税と共同で郵送しました。他にTACなんば校、梅
田校、京都校、神戸校に新年互礼会のチラシを持参し、新合格者
に対する配布を依頼しました。また、第二回連盟ゴルフコンペ

をザ・カントリークラブで開催いたしました。
　制限された中でも皆様のご協力によりいろいろな活動をすることが出来ました。次期以降
さらに活発な活動ができるように祈っております。今年度もご協力ありがとうございました。

組織部長　大阪支部
笹田　淳

　本年度、広報部長を務めさせていただいた竹代です。支部でも
広報活動に関わったことが全くなかったため、藤原代表幹事か
ら依頼を受けたときは果たして自分に務まるのだろうかと不安
のスタートでした。実績としては例年より1回少ない全3回の広
報誌発行となりました。内容的にも目新しい企画を考える余裕
がなく、前年の企画をそのまま踏襲する形になってしまいまし
たが、代表幹事をはじめ、各支部長、部長、委員長の表情や、連盟
活動、各支部の活動が少しでも伝わる内容になっていれば幸い
です。今年度もコロナの影響を受け、連盟、各支部ともに例年通

りの行事開催が難しい状況でしたが、秋口の少し収まっていた時期に各支部とも精力的に活動
された活動報告を掲載できたのは良かったです。
　最後に原稿の依頼を快く引き受けてくださった皆様、本当にありがとうございました。
　来年度は例年並みの活発な連盟及び支部活動が掲載されることを願っています。一年間あり
がとうございました。

退任のあいさつ

退任のあいさつ

広報部長　兵庫県支部
竹代　慶吾
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　連盟組織検討委員会・組織運営担当の辻田です。私の役割は、連盟と
支部のかかわり方や連盟の今後のあり方を検討することでした。特に
正会員数が少なくなった支部の運営・連盟活動をどのようにするのか
を検討することが大きなテーマでした。成果として、連盟規約に小規
模支部管理運営委員会の設置を盛り込むことができました。これは、
正会員数が10名未満の支部について、支部から申し出があった場合
に、連盟幹事会での決定事項を支部に伝えたり、支部にかかわる連盟
に関することの管理を同委員会が行うというものです。
　また、支部の方たちと意見交換を行うということで、今年度は奈良
県支部の方々と意見交換会・懇談会を開催しました。コロナの影響も
あり連盟として奈良に伺うのは2年ぶりでした。様々な意見交換がで

きたことはもちろん良かったのですが、久々に奈良の地で地元支部の方々と食事をし懇親を深めること
ができたことが何より有意義な機会となりました。今年度の連盟活動での一番楽しかった思い出かもし
れません。やはり連盟の良さは、このように支部を越えて様々な人と関わることができることだと再認
識できました。次年度では各支部持ち回りでの連盟幹事会をご当地でリアル開催できることを期待して
います。
　1年間ありがとうございました。

活動を終えて

退任のあいさつ

連盟組織検討委員会・
組織運営担当委員長　兵庫県支部

辻田　学

　みなさん、こんにちは。今年度、大阪支部の支部長をさせて頂
いた上田です。
　この1年、大阪支部の支部長を務めながら、連盟幹事として
色々な連盟活動に関わらせて頂きました。正直、支部の各行事に
参加しながら連盟活動にも参加するのがきつかった時もありま
したが、非常に充実した1年になったかと思います。
　その中で特に印象に残っているものとしては、近畿青年税理
士連盟の代表の1人として、近畿税理士会の役員との懇談会に
参加させて頂いたことです。事前に何回も対策会議を開き皆で
議論を重ねたこと、当日は、今後の税理士試験制度の在り方や対

外広報についてなど、たくさんの議題について本会役員の方々と議論を交わしたこと。これら
は青税に入らなければ経験出来なかったことであり、税理士個人や税理士会の未来について、
深く考えることも無かった思います。
　このような貴重な経験をさせて頂いたこと、会員の皆様のお力添えがあったこと、本当にこ
の1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

大阪支部　支部長
上田　寛実

　2年ぶりに連盟幹事に就任し、活動内容担当となり、早いも
ので1年が経ちました。当初はコロナが早期収束すると見越
し、各支部へ訪問しての現地委員会を開催したかったのです
が、結局全てウェブ開催となってしまいました。委員会では主
に連盟制度部の活動内容の分析及び見直しを行いました。連盟
会員は「各支部」「連盟」「全国青税」の3層構造のなかそれぞれ
において活動があり、重複する部分の省力化や負担軽減策な
ど、固定観念にとらわれないよう気を付けて検討を進めまし
た。内部的な検討であったため会員皆様へ発表する機会はござ
いませんでしたが、参考意見として引継ぎ、今後の運営に活か

してもらいたい思いです。本音としては、現地委員会後のリアル懇親会でドリンクを飲みなが
ら皆様と意見を交わした方がさらに議論は深まり意見も冴えるかもというところですが、
ウェブ委員会だけでは本領発揮できなかったかな・・・。１年間ありがとうございました。

連盟組織検討委員会・
活動内容担当委員長　京都支部

和田　泰裕

　連盟組織検討委員会・規約改正担当委員長を務めさせていた
だきました、京都支部の東です。代表幹事の年齢を50歳へ引き
上げ、正会員の年齢を45歳へ引き上げ、といった現行規約の一
部の改正を検討することが主な役割でした。ほとんどの支部で
会員数は減少、平均年齢は上昇、コロナ禍で従来のような活動
ができず退会者は増加、というのが現状です。さらに、税理士試
験の受験者数の減少、試験合格者の高齢化といった外的要因に
も影響を受け、近い将来40歳以下の会員はゼロという支部も。
このままでは支部活動で疲弊してしまい連盟にまで手が回ら

ず、組織運営が成り立たなくなると危惧した代表幹事を筆頭に、規約を改正することで何とか
危機に立ち向かおうというものでした。四月定時総会では、何名かの特別会員から質問、意見、
感想など頂きましたが、この規約改正についての議案は無事に承認可決されました。この改正
で正会員卒業までの年数が5年から10年に伸びました。1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

連盟組織検討委員会・
規約改正担当委員長　京都支部

東　紘太朗
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　連盟組織検討委員会・組織運営担当の辻田です。私の役割は、連盟と
支部のかかわり方や連盟の今後のあり方を検討することでした。特に
正会員数が少なくなった支部の運営・連盟活動をどのようにするのか
を検討することが大きなテーマでした。成果として、連盟規約に小規
模支部管理運営委員会の設置を盛り込むことができました。これは、
正会員数が10名未満の支部について、支部から申し出があった場合
に、連盟幹事会での決定事項を支部に伝えたり、支部にかかわる連盟
に関することの管理を同委員会が行うというものです。
　また、支部の方たちと意見交換を行うということで、今年度は奈良
県支部の方々と意見交換会・懇談会を開催しました。コロナの影響も
あり連盟として奈良に伺うのは2年ぶりでした。様々な意見交換がで

きたことはもちろん良かったのですが、久々に奈良の地で地元支部の方々と食事をし懇親を深めること
ができたことが何より有意義な機会となりました。今年度の連盟活動での一番楽しかった思い出かもし
れません。やはり連盟の良さは、このように支部を越えて様々な人と関わることができることだと再認
識できました。次年度では各支部持ち回りでの連盟幹事会をご当地でリアル開催できることを期待して
います。
　1年間ありがとうございました。

活動を終えて

退任のあいさつ

連盟組織検討委員会・
組織運営担当委員長　兵庫県支部

辻田　学

　みなさん、こんにちは。今年度、大阪支部の支部長をさせて頂
いた上田です。
　この1年、大阪支部の支部長を務めながら、連盟幹事として
色々な連盟活動に関わらせて頂きました。正直、支部の各行事に
参加しながら連盟活動にも参加するのがきつかった時もありま
したが、非常に充実した1年になったかと思います。
　その中で特に印象に残っているものとしては、近畿青年税理
士連盟の代表の1人として、近畿税理士会の役員との懇談会に
参加させて頂いたことです。事前に何回も対策会議を開き皆で
議論を重ねたこと、当日は、今後の税理士試験制度の在り方や対

外広報についてなど、たくさんの議題について本会役員の方々と議論を交わしたこと。これら
は青税に入らなければ経験出来なかったことであり、税理士個人や税理士会の未来について、
深く考えることも無かった思います。
　このような貴重な経験をさせて頂いたこと、会員の皆様のお力添えがあったこと、本当にこ
の1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

大阪支部　支部長
上田　寛実

　2年ぶりに連盟幹事に就任し、活動内容担当となり、早いも
ので1年が経ちました。当初はコロナが早期収束すると見越
し、各支部へ訪問しての現地委員会を開催したかったのです
が、結局全てウェブ開催となってしまいました。委員会では主
に連盟制度部の活動内容の分析及び見直しを行いました。連盟
会員は「各支部」「連盟」「全国青税」の3層構造のなかそれぞれ
において活動があり、重複する部分の省力化や負担軽減策な
ど、固定観念にとらわれないよう気を付けて検討を進めまし
た。内部的な検討であったため会員皆様へ発表する機会はござ
いませんでしたが、参考意見として引継ぎ、今後の運営に活か

してもらいたい思いです。本音としては、現地委員会後のリアル懇親会でドリンクを飲みなが
ら皆様と意見を交わした方がさらに議論は深まり意見も冴えるかもというところですが、
ウェブ委員会だけでは本領発揮できなかったかな・・・。１年間ありがとうございました。

連盟組織検討委員会・
活動内容担当委員長　京都支部

和田　泰裕

　連盟組織検討委員会・規約改正担当委員長を務めさせていた
だきました、京都支部の東です。代表幹事の年齢を50歳へ引き
上げ、正会員の年齢を45歳へ引き上げ、といった現行規約の一
部の改正を検討することが主な役割でした。ほとんどの支部で
会員数は減少、平均年齢は上昇、コロナ禍で従来のような活動
ができず退会者は増加、というのが現状です。さらに、税理士試
験の受験者数の減少、試験合格者の高齢化といった外的要因に
も影響を受け、近い将来40歳以下の会員はゼロという支部も。
このままでは支部活動で疲弊してしまい連盟にまで手が回ら

ず、組織運営が成り立たなくなると危惧した代表幹事を筆頭に、規約を改正することで何とか
危機に立ち向かおうというものでした。四月定時総会では、何名かの特別会員から質問、意見、
感想など頂きましたが、この規約改正についての議案は無事に承認可決されました。この改正
で正会員卒業までの年数が5年から10年に伸びました。1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

連盟組織検討委員会・
規約改正担当委員長　京都支部

東　紘太朗
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　和歌山県支部の支部長を務めさせていただきました島紀郎
です。前年度と同様にコロナ禍での支部運営のために、Zoom
開催を中心とせざるを得ない状況であるにも関わらず、幹事や
会員の皆さんに助けていただき本当に感謝です。
　藤原代表幹事の下で今期検討を進められた「正会員の年齢問
題」。我が支部としても新入会員の減少と共に切実な問題と
なっており、会員増強活動も空振りばかりとなってしまいまし
た。今年度であきらめることなく、次年度以降も次期支部長を
支えながら頑張りたいと思います。

　連盟執行部の皆様、本当に1年間お疲れ様でした。藤原代表幹事、２年間お疲れ様でした。連
盟活動にお役に立てなかったこと、この場をお借りしてお詫び申し上げます。
　和歌山県支部は活発に活動してくださる会員は少ないものの、参加してくださる会員は本
当に熱心に取り組んでくださっております。次期山本支部長を先頭に青税活動を頑張りたい
と思います。本当にありがとうございました。

退任のあいさつ退任のあいさつ

和歌山県支部　支部長
島　紀郎

　滋賀県支部の東郷です。滋賀の支部長となってはじめて連盟
に参加し、いろいろと学ぶことも多い1年間でした。滋賀青税
では、税理士制度のことを考える機会は、ほぼありません。本会
の総会や、理事との懇談会の準備を通じてそのようなことにつ
いて、初めて触れ、考えたような気がします。
　また、今年度も引き続きコロナの影響は色濃く、幹事会の開
催は、ほぼZoomでした。過去大阪まで通っていたことを想像
すると、時間的にだいぶ楽になっているようにも思いますが、
連盟幹事会を通じて他府県の方と交流を持つ機会が減ってし

まったことは非常に残念な1年でもありました。
　コロナはまだまだ終息したとは言えませんが、滋賀からも新しいスタイルで連盟にかか
わっていけるような今後になればと思います。1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

滋賀県支部　支部長
東郷　鐘吾

　京都支部の支部長に就任し、早いもので1年が経とうとして
います。連盟活動に本格的に参加させていただくのは初めてで
したが、そんな私でも温かく迎えて頂いたことで議論の輪にス
ムーズに入ることができ、有意義な時間を過ごすことができま
した。京都支部での活動だけでは見えていなかった部分も広く
学ぶことができ、気付きの多い1年でした。皆様と対面でお会
いする機会が少なかったことだけが心残りではありますが、こ
れもオンライン環境だけで十分な議論ができるということの
裏返しだと思いますし、その環境を作り上げられた藤原代表幹

事の功績の一つだと思っています。非常に難しい環境下にありながらも見事に任期を全うさ
れた藤原代表幹事、本当にお疲れ様でした。
　次年度こそは活動が制限されることなく、完全復活となることを願っております。京都支部
としましても、青税が楽しく有意義で魅力ある組織であり続けるために、引き続き連盟と連
携・協力しながら活動を続けていきたいと思います。
　1年間、本当にありがとうございました。

京都支部　支部長
伊島　悠

　今年度、兵庫県支部支部長を務めました濱田です。
　今年度も中国武漢発のコロナ禍の中での支部運営となり、事業
の企画時点から苦慮し、状況によってはやむを得ず延期・中止に追
い込まれるなど苦しい1年間でした。特に合格者歓迎会・新年会を
実施出来なかったことは非常に残念でした。
　連盟幹事会や連盟制度部会のほとんどが今年度もWEBでの開
催であったので、兵庫の西に住んでいる者としては移動時間がな
いので助かっていますが、先日久しぶりに会場開催に参加した際
は他支部の皆様と楽しく交流できたので、これからもたまには現

地に参加してみようと思います。
　税制対策委員会委員長時代を含め3年連続で本会役員との懇談会に参加させていただきました
が、今年度はいつもよりもまして代表幹事が興味のない内容を質問のテーマにしてしまい、あまり
盛り上がらなかったことをこの場をお借りしてお詫びします。
　連盟執行部の皆様、1年間お疲れ様でした。そして1年間お世話になりありがとうございました。

退任のあいさつ

兵庫県支部　支部長
濱田　誠二
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　和歌山県支部の支部長を務めさせていただきました島紀郎
です。前年度と同様にコロナ禍での支部運営のために、Zoom
開催を中心とせざるを得ない状況であるにも関わらず、幹事や
会員の皆さんに助けていただき本当に感謝です。
　藤原代表幹事の下で今期検討を進められた「正会員の年齢問
題」。我が支部としても新入会員の減少と共に切実な問題と
なっており、会員増強活動も空振りばかりとなってしまいまし
た。今年度であきらめることなく、次年度以降も次期支部長を
支えながら頑張りたいと思います。

　連盟執行部の皆様、本当に1年間お疲れ様でした。藤原代表幹事、２年間お疲れ様でした。連
盟活動にお役に立てなかったこと、この場をお借りしてお詫び申し上げます。
　和歌山県支部は活発に活動してくださる会員は少ないものの、参加してくださる会員は本
当に熱心に取り組んでくださっております。次期山本支部長を先頭に青税活動を頑張りたい
と思います。本当にありがとうございました。

退任のあいさつ退任のあいさつ

和歌山県支部　支部長
島　紀郎

　滋賀県支部の東郷です。滋賀の支部長となってはじめて連盟
に参加し、いろいろと学ぶことも多い1年間でした。滋賀青税
では、税理士制度のことを考える機会は、ほぼありません。本会
の総会や、理事との懇談会の準備を通じてそのようなことにつ
いて、初めて触れ、考えたような気がします。
　また、今年度も引き続きコロナの影響は色濃く、幹事会の開
催は、ほぼZoomでした。過去大阪まで通っていたことを想像
すると、時間的にだいぶ楽になっているようにも思いますが、
連盟幹事会を通じて他府県の方と交流を持つ機会が減ってし

まったことは非常に残念な1年でもありました。
　コロナはまだまだ終息したとは言えませんが、滋賀からも新しいスタイルで連盟にかか
わっていけるような今後になればと思います。1年間ありがとうございました。

退任のあいさつ

滋賀県支部　支部長
東郷　鐘吾

　京都支部の支部長に就任し、早いもので1年が経とうとして
います。連盟活動に本格的に参加させていただくのは初めてで
したが、そんな私でも温かく迎えて頂いたことで議論の輪にス
ムーズに入ることができ、有意義な時間を過ごすことができま
した。京都支部での活動だけでは見えていなかった部分も広く
学ぶことができ、気付きの多い1年でした。皆様と対面でお会
いする機会が少なかったことだけが心残りではありますが、こ
れもオンライン環境だけで十分な議論ができるということの
裏返しだと思いますし、その環境を作り上げられた藤原代表幹

事の功績の一つだと思っています。非常に難しい環境下にありながらも見事に任期を全うさ
れた藤原代表幹事、本当にお疲れ様でした。
　次年度こそは活動が制限されることなく、完全復活となることを願っております。京都支部
としましても、青税が楽しく有意義で魅力ある組織であり続けるために、引き続き連盟と連
携・協力しながら活動を続けていきたいと思います。
　1年間、本当にありがとうございました。

京都支部　支部長
伊島　悠

　今年度、兵庫県支部支部長を務めました濱田です。
　今年度も中国武漢発のコロナ禍の中での支部運営となり、事業
の企画時点から苦慮し、状況によってはやむを得ず延期・中止に追
い込まれるなど苦しい1年間でした。特に合格者歓迎会・新年会を
実施出来なかったことは非常に残念でした。
　連盟幹事会や連盟制度部会のほとんどが今年度もWEBでの開
催であったので、兵庫の西に住んでいる者としては移動時間がな
いので助かっていますが、先日久しぶりに会場開催に参加した際
は他支部の皆様と楽しく交流できたので、これからもたまには現

地に参加してみようと思います。
　税制対策委員会委員長時代を含め3年連続で本会役員との懇談会に参加させていただきました
が、今年度はいつもよりもまして代表幹事が興味のない内容を質問のテーマにしてしまい、あまり
盛り上がらなかったことをこの場をお借りしてお詫びします。
　連盟執行部の皆様、1年間お疲れ様でした。そして1年間お世話になりありがとうございました。

退任のあいさつ

兵庫県支部　支部長
濱田　誠二
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【報告・依頼事項】
総務部
1. 第7回近畿税理士会理事会のレポートについて
2. 近税会執行部との懇談会について
3. 予算執行状況について
4. 「新年互礼会＆新合格者祝賀会のご案内」のHP
掲載について

5. 「2021年度全国青年税理士連盟規約・役員名簿」
のHP掲載について

6. 令和3年度行事日程等の更新について
制度部
1. 制度部会開催報告他について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 今後の証票伝達式について

広報部
1. 連盟広報誌251号について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第7回幹事会　　  日時：令和3年12月10日（金）　於：Zoom 会議室

【審議事項】
組織部
1. 4/21開催予定の第2回近畿青税ゴルフコンペ
の案内チラシについて

2. 新合格者宛て各単位青税の案内文書の送付に
ついて

連盟組織検討委員会
1. 連盟組織一部改正承認の件（第3条、第6条関
係）について

【協議事項】
総務部
1. シンポジウム論文の発行媒体について

連盟組織検討委員会
1. 連盟組織一部改正承認の件（第9条、第17条の
2関係）について

制度部
1. 全青法対策部の納税者権利憲章の制定に関す
る要望書について

【その他】
代表幹事推薦委員会
次年度代表幹事について

【報告・依頼事項】
総務部
1. 令和3年度行事日程等の更新について

制度部
1. 制度部会開催報告他について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 今後の証票伝達式について
3. TACへのチラシ配布について

広報部
1. 連盟広報誌251号について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第8回幹事会　　  日時：令和4年1月14日（金）　於：Zoom 会議室

【協議事項】
総務部
1. 四月総会の案内文について
2. 四月総会の議案書について
3. 青税推薦理事との懇談会の開催について

制度部
1. 四月総会前研修会の講師報酬について

組織部
1. ゴルフコンペについて

連盟組織検討委員会
1. 連盟組織一部改正承認の件（第9条、第17条の
2関係）について

【報告・依頼事項】
総務部
1. 2022年8月7日（日）神奈川全国大会の動員目
標について

2. 規約改正による連盟正会員数の増加見込みに
ついて

3. 令和3年度行事日程等の更新について
制度部
1. 制度部会開催報告他について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 伝達式について
3. 新年互礼会について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第9回幹事会　　  日時：令和4年2月10日（木）　於：Zoom 会議室

【審議事項】
連盟組織検討委員会
1. 連盟規約一部改正承認の件（第17条の2関係）について

総務部
1. 四月総会案内チラシについて
2. 四月総会議案書について
3. 4/25（月）青税推薦理事との意見交換会・懇親
会案内チラシについて

制度部
1. 四月定時総会前例会について

【協議事項】
総務部
1. 六月定時総会（令和4年6月4日（土））の会場について

制度部
1. 全国大会論文について

組織部
1. ゴルフコンペについて

支部活動報告

10月20日研修会風景

10月18日リレーマラソン終了後

和歌山県支部

支部長　島　紀郎
　皆さま、こんにちは。和歌山県支部は正・特別会員の合計で74名と小規模な支部
です。しかし、その小規模であることが功を奏して年配の会員と若手の会員との距
離は非常に近く、和気あいあいとしております。

　さて、今期の活動方針については、コロナ禍における和青
税の活動において会員同士の『繋がり』を深めることを目標
に活動を続けております。とはいえ、対面での研修や懇親会
はなかなか難しく、幹事会もWeb併用のハイブリッド形式
で行うことを中心なっておりますが、レクリエーションの
一環として「将棋」大会を計画しております。親睦を深める
のにアウトドアでなければいけないわけではなく、藤井さ
ん人気に乗っかってWebでの開催を執り行うべく、先日幹
事会にて練習試合を開催いたしました。とても斬新な試み

でありますが、これからはこういうEスポーツも積極的に導入していこうと思いま
す。しかし、他士業との交流会を
フットサルに代えて行う計画もあ
りましたが、結局延期となる悲しい
事態も起こっております。
　昨今当支部の会員は、開業税理士
よりも社員税理士や所属税理士が
増加傾向にあり、年々人数も減少し
ているように感じます。このような
立場の違いはございますが税理士
業務を行っている同業者であるこ
とから、この時代だからこそ、ノウ
ハウや情報について会員同士で共
有し、親睦と研鑽で盛り上げていこ
うと考え、昨年は実施できなかった
日本政策金融公庫との交流会を人
数制限しつつ11月に開催し、新たな一歩を踏み出せたと実感しております。
　少人数ということの利点を活かして本会支部活動等にも幹事中心に積極的に参
加を促すなど非常にエネルギッシュに活動しております。今後も楽しみながら支
部活動を盛り上げていける研修やイベントを開催したいと思います。
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【報告・依頼事項】
総務部
1. 第7回近畿税理士会理事会のレポートについて
2. 近税会執行部との懇談会について
3. 予算執行状況について
4. 「新年互礼会＆新合格者祝賀会のご案内」のHP
掲載について

5. 「2021年度全国青年税理士連盟規約・役員名簿」
のHP掲載について

6. 令和3年度行事日程等の更新について
制度部
1. 制度部会開催報告他について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 今後の証票伝達式について

広報部
1. 連盟広報誌251号について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第7回幹事会　　  日時：令和3年12月10日（金）　於：Zoom 会議室

【審議事項】
組織部
1. 4/21開催予定の第2回近畿青税ゴルフコンペ
の案内チラシについて

2. 新合格者宛て各単位青税の案内文書の送付に
ついて

連盟組織検討委員会
1. 連盟組織一部改正承認の件（第3条、第6条関
係）について

【協議事項】
総務部
1. シンポジウム論文の発行媒体について

連盟組織検討委員会
1. 連盟組織一部改正承認の件（第9条、第17条の
2関係）について

制度部
1. 全青法対策部の納税者権利憲章の制定に関す
る要望書について

【その他】
代表幹事推薦委員会
次年度代表幹事について

【報告・依頼事項】
総務部
1. 令和3年度行事日程等の更新について

制度部
1. 制度部会開催報告他について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 今後の証票伝達式について
3. TACへのチラシ配布について

広報部
1. 連盟広報誌251号について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第8回幹事会　　  日時：令和4年1月14日（金）　於：Zoom 会議室

【協議事項】
総務部
1. 四月総会の案内文について
2. 四月総会の議案書について
3. 青税推薦理事との懇談会の開催について

制度部
1. 四月総会前研修会の講師報酬について

組織部
1. ゴルフコンペについて

連盟組織検討委員会
1. 連盟組織一部改正承認の件（第9条、第17条の
2関係）について

【報告・依頼事項】
総務部
1. 2022年8月7日（日）神奈川全国大会の動員目
標について

2. 規約改正による連盟正会員数の増加見込みに
ついて

3. 令和3年度行事日程等の更新について
制度部
1. 制度部会開催報告他について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 伝達式について
3. 新年互礼会について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第9回幹事会　　  日時：令和4年2月10日（木）　於：Zoom 会議室

【審議事項】
連盟組織検討委員会
1. 連盟規約一部改正承認の件（第17条の2関係）について

総務部
1. 四月総会案内チラシについて
2. 四月総会議案書について
3. 4/25（月）青税推薦理事との意見交換会・懇親
会案内チラシについて

制度部
1. 四月定時総会前例会について

【協議事項】
総務部
1. 六月定時総会（令和4年6月4日（土））の会場について

制度部
1. 全国大会論文について

組織部
1. ゴルフコンペについて

支部活動報告

10月20日研修会風景

10月18日リレーマラソン終了後

和歌山県支部

支部長　島　紀郎
　皆さま、こんにちは。和歌山県支部は正・特別会員の合計で74名と小規模な支部
です。しかし、その小規模であることが功を奏して年配の会員と若手の会員との距
離は非常に近く、和気あいあいとしております。

　さて、今期の活動方針については、コロナ禍における和青
税の活動において会員同士の『繋がり』を深めることを目標
に活動を続けております。とはいえ、対面での研修や懇親会
はなかなか難しく、幹事会もWeb併用のハイブリッド形式
で行うことを中心なっておりますが、レクリエーションの
一環として「将棋」大会を計画しております。親睦を深める
のにアウトドアでなければいけないわけではなく、藤井さ
ん人気に乗っかってWebでの開催を執り行うべく、先日幹
事会にて練習試合を開催いたしました。とても斬新な試み

でありますが、これからはこういうEスポーツも積極的に導入していこうと思いま
す。しかし、他士業との交流会を
フットサルに代えて行う計画もあ
りましたが、結局延期となる悲しい
事態も起こっております。
　昨今当支部の会員は、開業税理士
よりも社員税理士や所属税理士が
増加傾向にあり、年々人数も減少し
ているように感じます。このような
立場の違いはございますが税理士
業務を行っている同業者であるこ
とから、この時代だからこそ、ノウ
ハウや情報について会員同士で共
有し、親睦と研鑽で盛り上げていこ
うと考え、昨年は実施できなかった
日本政策金融公庫との交流会を人
数制限しつつ11月に開催し、新たな一歩を踏み出せたと実感しております。
　少人数ということの利点を活かして本会支部活動等にも幹事中心に積極的に参
加を促すなど非常にエネルギッシュに活動しております。今後も楽しみながら支
部活動を盛り上げていける研修やイベントを開催したいと思います。
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　皆様、確定申告及び3月決算の申告おつかれさまでした。連盟広報部長の竹代です。

　今回の252号で、今年度の広報誌は最後となります。1年間皆様のおかげで広報誌を発刊する

ことができました。原稿依頼を快く引き受けていただきました会員の皆様、この場をお借りしてお

礼申し上げます。

　今年度もコロナの収束は程遠く、連盟、各支部とも行事開催が難しい状況が続きましたが、来年

度こそは例年通りの活発な連盟、支部活動が開催できることを切に願っております。会員の皆様も

少し業務が落ち着かれる時期かと思いますので、ゆっくり体を休めていただき、来年度に向けて英

気を養っていただければと思います。一年間ありがとうございました。

広報部長　竹代　慶吾

【報告・依頼事項】
総務部
1. 第9回近畿税理士会理事会のレポートについて
2. 第3回会費請求について
3. 会費精算及び会計監査について
4. 次期連盟幹事及び会計監事の選出について
5. 連盟六月総会議案書の作成について
6. 連盟四月総会の担当について

組織部
1. ジールプラス発送について
2. 今後の証票伝達式について

広報部
1. 連盟広報誌252号について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第10回幹事会　　  日時：令和4年3月18日（金）　於：Zoom 会議室

【審議事項】
総務部
1. 4月25日（月）青税推薦理事との意見交換会・
懇親会案内チラシについて、安田総務部長より
上程があり審議を行った。

　 ⇒賛成多数で承認可決された。
制度部
1. 全国大会論文について、小西制度部長より上程
があり審議を行った。

　 ⇒一部訂正の上、賛成多数で承認可決された。

【協議事項】
総務部
1. 4月9日（土）連盟幹事会の開催方法及び開始
時間等について

2. 6月4日（土）連盟六月総会の開催案内及び来賓
の有無について

組織部
1. ゴルフコンペについて

【報告・依頼事項】
総務部
1. 第10回近畿税理士会理事会のレポートについて
2. 次年度連盟幹事等の選任について
3. （再）会費精算及び会計監査について
4. 四月定時総会進行表について

制度部
1. 全国大会論文の提出期限について

組織部
1. 笹田組織部長より4月21日のゴルフコンペの
参加人数について

広報部
1. 連盟広報誌252号について

各支部報告
1. 支部報告（大阪支部、京都支部、兵庫県支部、和
歌山県支部、滋賀県支部）

●第11回幹事会　　  日時：令和4年4月9日（土）　於：TKPガーデンシティ新大阪＋Zoom 会議室

【審議事項】
総務部
1. 六月定時総会案内チラシの件について

【協議事項】
総務部
1. 旧執行部六月定時総会事業報告等について

【その他】
令和5年の全国大会開催地について


